地震 (じしん)　逃 (に)げるときに注意 (ちゅうい)すること（４）
留守 (るす)にするときは、ブレーカーを切 (き)る
避難所 (ひなんじょ)などに行 (い)って、家 (いえ)を留守 (るす)にする（家 (いえ)の中 (なか)にだれもいない）場合 (ばあい)は、電気 (でんき)のブレーカーを「切 (きる)」（OFF）にしてください。
ブレーカーが「入 (いり)」（ON）になっていると、停電 (ていでん)（電気 (でんき)がつかないこと）がなおったとき、火 (ひ)が出 (で)ることがあるので、ブレーカーを「切 (きる)」（OFF）にしておくと安全 (あんぜん)です。
また、家 (いえ)の近 (ちか)くで火事 (かじ)が起 (お)きていないか、よく見 (み)てください。
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